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採卵鶏農家で親鶏を使った餃子を販売 

 
尾張農林水産事務所 

 

１ 採卵を終えた親鶏の有効活用 

稲沢市内にある採卵鶏農家２戸ではそれぞれの特色

を持つ鶏卵の直売を経営の主体としており、「名古屋

コーチン（名古屋種）」や国内育種鶏である「もみじ」等

の希少性の高い採卵鶏を飼養しています。 

この採卵を終えた親鶏も有効に利用するため、「親鶏

肉」を使い、各農場独自の冷凍餃子を委託製造し、販売

を行っています。 

 

２ 風味豊かなオリジナル餃子 

採卵を終えた親鶏の肉は、一般的なブロイラーに比べて肉が固く、鶏ガラだし用など

利用方法が限られているものの、挽肉に加工することで、親鶏ならではの歯ごたえと強

い風味を活かすことができます。 

この風味豊かな親鶏肉を使ったオリジナル餃子は、愛知県の特産品であるシソや八丁

みそのほか、特色ある黒胡椒を味付けに使うなど、農家ごとに特徴があります。原材料

は国産野菜を使っており、消費者からの意見を取り入れながら、生産者の顔が見える安

心感に加えて、食に対する安全・安心への思いを込めて開発した商品です。 

 

３ ＥＣサイトや稲沢市のふるさと納税返礼品で販売 

冷凍餃子は出回っている商品数も多く、競争が激しいため、消費者に手に取ってもら

うまでにハードルが高い商品です。そこで、購買層を開拓するため、「あっさりとしてヘ

ルシー」な鶏肉餃子の特徴やおすすめの食べ方

をＥＣサイト、リーフレットなどで紹介したり、

自農場の鶏卵を購入する顧客へもＰＲを行い、

新規購入やリピーターを増やす工夫を行ってい

ます。 

また、稲沢市のふるさと納税の返礼品になっ

ている商品もあり、地域の名物へと成長してい

ます。 

このほか、ＪＡ愛知西の産直広場（一色下方

店、南小渕店）や農家の直売所でも購入できま

す。 

 

ＥＣサイトで餃子のＰＲ 

親鶏肉を使用した冷凍餃子 
（１袋３０個入り） 
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令和５年度 在京流通行政連絡会 講演会が開催 

 
東京事務所行政課農産物プロモーショングループ 

 
 在京流通行政連絡会（東京に事務所を置く農産物の流通に携わる行政機関で構成）は、

農産物の生産・流通に関する情報交換や調査研究などを行っており、12 県が会員となって

います（2023 年度）。2023 年 12 月 20 日（水）に「中食※」に関する講演会が当連絡会の

主催で開催されましたので、その概要を紹介します。※中食：外部で作られたものを購入

し、任意の場所で食べるスタイルのこと。 

 

１ 講演「中食 2023 ニューノーマル時代の新たな「食」を目指して」 

講師 株式会社日本経済新聞社 白鳥 調査担当部長 

（１）日本の人口構造から見た食のマーケットについて 

中食の現状は、人口減少などマーケット（胃袋）が減

少し、小売ビジネスを取り巻く環境は厳しくなっていま

す。ドラッグストアや、無印良品などでも食品が売られ

ており、胃袋を巡る異種格闘技戦であることを意識する

ことが重要です。          

（２）所得の２極化の影響について 

「豊かさ」とは選択できることでもあり、どの所得層も選択できる商品を提供できる

ことが大切です。恵比寿のスーパーでは、高額商品も置かれており、実際に売れていま

す。総合スーパーは、これまで所得階層の中間層（600～800 万円未満）をターゲット

にしていましたが、2005 年（割合：15.2%）から 2022 年（割合：9.7%）にかけて中間

層の割合が大きく減少し、影響を受けています。 

 

２ 講演「中食マーケットの変化と惣菜業界の課題」 

講師 一般社団法人日本惣菜協会 清水 専務理事 

（１）市場規模の変化について 

日本惣菜協会の会員数は 2018 年（580 社）から 2023

年（683 社）にかけて約 100 社増加しており、惣菜業界

への注目度が高まっています。 

（２）コロナ禍における変化と拡大する惣菜について 

初期投資の少ないゴーストレストラン（ネット上だけに出店してデリバリーのみを行

い、調理場だけとすることでコスト削減する）が増加しており、都内には専用ビルも登

場しています。2025 年の惣菜売上予測は各業種（惣菜専門店、スーパー、百貨店、コ

ンビニ）共に伸びると予測しています。中食が伸びた要因の一つとして、調理環境の改

善（食品衛生が向上）が進んだことにより、食品添加物の使用量を減らすことができ、

美味しい商品が豊富になってきていることが挙げられます。 

 

当講演会では、普段の業務で関わりの少ない「中食」について聴くことができました。

当連絡会では、毎年講演会等を開催していますので、引き続き紹介していきます。 

講演の様子 

（白鳥 調査担当部長） 

講演の様子 

（清水 専務理事） 
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あいちの農林水産フェアを開催しました 

 
食育消費流通課 

 
あいちの農林水産フェア実行委員会（構成：愛知県、JA あいち中央会、JA 愛知経済連）

は、愛知県産の新鮮で安全・安心な農林水産物とその加工品を広く紹介・販売し、県民の

皆さんに県産品を積極的に消費していただくため 2011 年から「あいちの農林水産フェア」

を開催しています。 

 

１ 開催概要 

今年度は、昨年度に実施した「第 17 回食育推進全国大会 in あいち」の理念を継承し、

県民の皆様にあいちの「食」の魅力を体感していただくため、名古屋市での開催に加え、

初めて三河地域においても、県産農林水産物の販売や体験イベントなどを実施しました。 

両会場とも多くの方々が来場し、愛知県産農林水産物の魅力を広く発信できました。 
 

表 あいちの農林水産フェア開催日時および来場者数 

会場 開催日 来場者数 

安城産業文化公園デンパーク 

（以下、「三河会場」という。） 

2023 年 10 月 14 日（土） 

2023 年 10 月 15 日（日） 

5,867 人 

(2 日間計) 

金山総合駅連絡通路橋イベント広場 

（以下、「名古屋会場」という。） 
2023 年 11 月 5 日（日） 5,004 人 

 

２ 開催内容 

(1) 県産農林水産物等の販売・紹介（両会場） 

   いいともあいちネットワーク会員やＪＡ等が出展し、れんこんやしいたけ、観葉植

物などの県産農林水産物や、漬物や味噌、お菓子などの県産農林水産物を使った加工

品の販売・紹介を行いました。 

 

(2) フードマイレージ体験（両会場） 

  お買い物カードゲームを通じて、地産地消の実践が SDGs の達成や環境負荷の低減

につながることを、楽しく実感できる学習コーナーを設置し、三河会場では２日間で

110 組、名古屋会場では 53 組の方々に体験いただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
三河会場の開催の様子 名古屋会場の開催の様子 
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(3) ベジチェック®体験（両会場） 

手のひらをセンサーにあてることで推定野

菜摂取量を測定できる機器「ベジチェック®」

を設置し、管理栄養士によるアドバイスや野

菜の重さ量りチャレンジを実施しました。 

体験者数は、三河会場が２日間で 129 名、

名古屋会場が 133 名でした。 

 

(4) 食育体験ブース（三河会場のみ） 

   豆つまみゲームや野菜の花あてクイズなど 

の食育に関する企画を実施しました。 

   ２日間で約 500 名に体験いただきました。 

 

(5) 野菜 de ワークショップ（三河会場のみ） 

  ア 宝石せっけん作り 

    県産野菜のパウダーを使った色鮮やかな 

せっけんを作成するブースを設置し、２日 

間で 79 名の方に体験していただきまし 

た。 

 

  イ 野菜エコバック作り 

    各日 100 名限定で、カットした県産野菜 

の断面をスタンプにしたオリジナルエコ 

バックを作成するブースを設置しました。 

 

  ウ ねんどアート 

 粘土で作った野菜を見ながら作品を作る 

ブースでは、各日 50 名の方が体験しまし 

た。 

 

(6) その他（両会場） 

   その他にも両会場において、アンケート回答者が参加できるプレゼント抽選会の開

催や愛知県産の生花を使用したフラワーフォトブースの設置などを行いました。 

 

ベジチェック®体験 

食育体験ブース 

野菜エコバック作り 

プレゼント抽選会 フラワーフォトブース 
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2023 年愛知県農業総合試験場の 10 大成果 

 
農業総合試験場 

 
愛知県農業総合試験場では、農業の発展や農家経営の改善のため、新しい品種や高度な

栽培技術・飼養技術の開発を行っています。こうした試験研究について、広く県民の皆様

に理解を深めていただくため、農業総合試験場の研究成果の中から、特に優れたものや社

会的関心の高いものを各界の選定委員に選んでいただき、2023 年の 10 大成果として公表

しましたので紹介します。 

 

１ 2023 年の 10 大成果 

 

２ 選定委員 

浅川
あ さ か わ

 晋
すすむ

    名古屋大学大学院 生命農学研究科 教授  

伊藤
い と う

 博
ひ ろ

康
や す

   株式会社ＣＢＣテレビ 報道・情報制作局 専任部長 

井上
い の う え

 孝司
た か し

    ポッカサッポロフード＆ビバレッジ株式会社 基盤技術研究所 所長 

平光
ひ ら み つ

 佐知子
さ ち こ

  生活協同組合コープあいち 参与 （以上、敬称略・五十音順） 

渡邊
わ た な べ

 靖洋
や す ひ ろ

   愛知県農業総合試験場 場長  

 

第１位 
安価で自作可能な栽培環境モニタリング装置を開発！ 

－ニーズに合わせて欲しい機能を自由に実装可能－ 

第２位 
暑さに強い品種！寒さに強い品種！スプレーギク２品種を開発！ 

－開花が遅れず安定出荷が可能－ 

第３位 
早く見たいな♡「手まり・八重咲き」アジサイ 

－DNA マーカー、胚珠培養と日長・温度処理で早期作出技術を構築－ 

第４位 
アラ！ついつい手がでる「新(アラ)手の罠」 

－アライグマだけが自ら入る「捕獲器」を開発－ 

第５位 
朝方の LED 照射でカーネーション切り花の開花促進！ 

－年内の開花遅延を抑制し、無理なく収穫本数 UP－ 

第６位 

小麦作の新時代！ 

－ドローンセンシングと可変施肥を組み合わせた「きぬあかり」の精密管

理！－ 

第７位 
健康に効果的な脂の豚肉生産技術を開発 

－食品製造副産物でω3系脂肪酸の割合を向上－ 

第８位 
未利用の食品製造副産物を混ぜて飼料効率をアップ！ 

－名古屋コーチンにおける地域資源飼料の利用技術を開発－ 

第９位 
一条植えタマネギ栽培技術を開発 

－キャベツ・タマネギ兼用移植機の利用－ 

第 10 位 
スマホで測って記録しよう！！”トマトの生育診断” 

－生育診断支援ツール「生育ナビ®」を開発－ 
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３ 特徴・傾向 

研究成果の中から選定委員が、「実用性」、「新規性」、「社会性」、「普及性」の項目につ

いて５段階で評価して 10 課題を選定しました。2023 年の 10 大成果として選出された課

題は、スマート農業関連 3、育種 2、栽培･飼養管理 4、獣害対策 1と多岐にわたっていま

すが、いずれの成果も生産性の向上や持続的な農業の実現に資するものとなっています。

これらのうち、上位３課題を紹介します。 

 

第１位：生産性向上のため栽培環境モニタリング装置導入が進んでいますが、導入コ

ストが高いことと必要に応じて機能を変更できないことが普及上の課題と

なっています。そこで、安価な IoT 端末と各種センサーによる自作可能な低

コスト栽培環境モニタリング装置を開発しました。装置は1台で多種センサー

に対応し、既存測定装置と同等精度の測定が可能なことを確認しました。 

 

第２位：スプレーギク新品種を２品種開発しました。黄色の夏秋系品種「スプレー愛

知夏４号」は夏の暑さに強く、白色の秋系品種「スプレー愛知秋２号」は寒い

時期でも安定して開花する特色を持っています。産地における夏の高温期や

冬の低温期における生育・開花の遅れを解決することが期待できます。 

 

第３位：手まり・八重咲きアジサイの作出には、交配から花を確認するまで最短でも

５年を要していましたが、ＤＮＡマーカーによる選抜、胚珠培養、花芽分化と

休眠打破のための日長・温度処理という技術を組み合わせることで、３年に

短縮する技術を開発しました。 

 

４ 公表 

農業総合試験場の Web ページ（https://www.pref.aichi.jp/nososi/）で、10 大成果の

詳細がご覧いただけます。 

 

第２位 
暑さに強い品種！寒さに 
強い品種！スプレーギク 

２品種を開発！ 
－開花が遅れず 

安定出荷が可能－ 

第１位 

安価で自作可能な栽培環境 
モニタリング装置を開発！ 

－ニーズに合わせて 

欲しい機能を自由に実装可能－ 

第３位 
早く見たいな♡「手まり・

八重咲き」アジサイ 
－DNA マーカー、胚珠培養と 

日長・温度処理で 

早期作出技術を構築－ 
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第４４回千葉県フラワーフェスティバルが開催 

 
東京事務所行政課農産物プロモーショングループ 

 

2024 年１月７日（日）、８日（月）に、第 44

回 千葉県フラワーフェスティバル（主催：千

葉県フラワーフェスティバル実行委員会（千葉

県花き園芸組合連合会、千葉県、公益社団法人

千葉県園芸協会））が、そごう千葉店で開催さ

れました。一般消費者を対象に千葉県産花きの

PR、需要拡大などを目的に開催される県内最大

規模の花のイベントについて、その概要を紹介

します。 

 

 

１ 千葉県花き共進会 特別賞受賞展示及び出品物展示 

  千葉県花き共進会が、当フェスティバル前日の１月６日（土）に開催され、特別賞を

受賞した花の展示が行われました。基本的な審査基準は、日本最大規模の花の展覧会で

ある「関東東海花の展覧会」に準じており、審査員には近隣卸売市場の担当者も加わる

こともあって、当共進会で受賞することが生産者の励みにつながっています。出品物展

示では、カラーやシクラメン、カーネションなどが展示されていました。 

 

 

 

 

 

千葉県は全国有数のカラーの産地で、 出品物の多くは、疫病に強い「アクアホワイ

ト」、「ウエディングマーチ」であり、産地の主要品種となっていました。千葉県では、

2021 年度に県育成品種として、疫病に強く、秋のブライダル需要にも対応できる早期

開花性の「Brilliant・Bell（ブリリアント・ベル）」を育成しており、７日（日）には

来場者への配布も行われました。今後も、引き続きカラーの育成に力を入れていくそう

です。 

写真：「カラーを持つチーバくん」のディスプレイ 

写真左：農林水産大臣賞（フィカス「ベンガレンシスオードリー」） 

写真中央：農林水産省農産局長賞（カーネーション「アスペン」） 

写真右：農林水産省関東農政局長賞（シクラメン「シュトラウス」） 
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愛知県のシクラメンは、消費者の需要変化等により小鉢化が進んでいますが、今回の

シクラメンの出品物展示でも小鉢の割合が多く、千葉県でも小鉢化の流れが進んでいる

印象でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 即売会 

  今回初の取組として、生産者が直接販売を行う「産地直送！花とイチゴの販売」が行

われ、千葉県産の花の販売だけでなく、これからイチゴ狩りの時期を迎えるイチゴの販

売も同時に開催されました。イチゴ目当ての来場者もいると思われ、多くの来場者で賑

わっていたことから、花とイチゴ両品目のＰＲについて相乗効果が期待できると感じま

した。 

 

３ ワークショップ 

イベント会場に設けられた押し花教室では、押し花を使った「フラワーボールペン」

づくり体験や、千葉県産花きを使用したミニ生け花体験などが開催されました。子供か

ら年配の方まで幅広く参加しており、需要拡大につながるイベントであると感じました。 

写真左：公益社団法人千葉市観光協会長賞（カラー「ブラックスター」） 

写真中央：金賞（カラー「アクアホワイト」） 

写真右：出品物展示の様子（カラー） 

写真左：公益財団法人千葉県観光物産協会長賞（シクラメン「フェアリーピコ」） 

写真右：出品物展示の様子（シクラメン） 
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　○　名古屋市中央卸売市場（品目：ブロッコリー）

入　荷　量 卸 売 価 格

      (ｔ)    (円/kg) （上位３産地）

2023年実績 ７,１０８ １,８６３ ４０１ ２７０ 　愛知（２６％）

（２６％） 　香川（２３％）

2024年見通し ８,０００ － ３５０ － 　長野（１５％）

　○　東京都中央卸売市場（品目：ブロッコリー）

入　荷　量 卸 売 価 格

      (ｔ)    (円/kg) （上位３産地）

2023年実績 ３４,７８３ ３,８６１ ４２３ ２８６ 　北海道（１８％）

（１１％） 　香川　（１５％）

2024年見通し ３５,０００ － ４１０ － 　熊本　（１４％）

概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

【概要】
　近年、熊本などの九州産地が作付面積を増や
したことで入荷量は年々増加していたが、頭打
ち感がある。
　愛知産の入荷ピークは１～２月であるが温暖
な気候のため３月分の出荷が２月に前倒しにな
る可能性がある。全国的にも出荷は前進傾向と
なっており、その後の数量不足が懸念される。
【見通し】
　入荷量：前年並。(＋0.6％)
　単　価：前年をやや下回る。(▲3.1％)

　ブロッコリーは量販店向けの販売が中心のため、入
荷量が大きく増えると業務用に回せず相場が大幅に下
落する。
　愛知県産は品質が高く、顧客からの評価も高いた
め、相場を落とさないように精度の高い情報発信に努
めてほしい。

前年主要産地

卸売市場から産地への要望・提言等概要と見通し

【概要】
　作付面積は銘柄にもよるが、前年と比較し
て、基本横ばい傾向。年内（11月～12月）、冬
明けと暖かい日が多く、２週前後、出荷が早
まっている産地が多い。
【見通し】
　入荷量：前年をかなり上回る（＋12.5％）
　価　格：前年をかなり下回る（▲12.7％）

　国内では、量販店向け品種の栽培が中心であり、加
工業務用(冷凍品)は海外産が多くを占めている。ま
た、価格の伸び悩みから、量販店向けの数量について
も減少傾向である。
　産地には、引き続き量販店向け品種の数量維持に取
り組んでいただきたい。

愛知産青果物の動向

　「青果物の見通し」及び「花きの見通し」ページにおいて使用する『変動の幅を表す用語』に
つきましては、下記の基準で記載しております。

前年並　：±１％台以下
わずか　：±２％台以内
や　や  ：±３～５％台
かなり　：±６～15％台
大　幅  ：±１６％以上

前年主要産地

うち愛知産 愛知産

うち愛知産 愛知産
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名古屋・東京市場における青果物の２月の見通し

１月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 ３０，９５８ 220 207 207 愛知 28%

2020年 ３３，７１３ 196 194 190 北海道 21%

2021年 ３２，９９３ 209 209 213 茨城 12%

2022年 ３０，４０５ 231 252 254 鹿児島 6%

2023年 ３１，３３１ 229 242 228 静岡 5%

５ ヵ 年 平 均 ３１，８８０ － － －

2024年見通し ３０，３００ － － －

2019年 １，７６５ 84 67 61 静岡 32%

2020年 １，７０３ 64 68 77 千葉 23%

2021年 １，８９７ 81 71 74 鹿児島 16%

2022年 １，７７６ 94 113 118 徳島 12%

2023年 １，６５８ 95 91 95 神奈川 8%

５ ヵ 年 平 均 １，７６０ 84 82 85

2024年見通し １，６００ 85 85 85

2019年 １，８８８ 84 83 89 愛知 93%

2020年 ２，１３０ 74 75 89 鹿児島 3%

2021年 ２，０７１ 123 131 159 千葉 2%

2022年 ２，４６５ 83 88 95 熊本 1%

2023年 ２，２０４ 120 112 120 長崎 1%

５ ヵ 年 平 均 ２，１５２ 97 98 110

2024年見通し ２，１００ 90 100 110
に
　
ん
　
じ
　
ん

８５

７９

１３３

８８

１１８

１００

【産地状況】
　愛知主体の入荷となる。最盛期に入り、２
Ｌ、Ｌの太物中心となる。前進出荷により下
旬に向け入荷量が減り、高値見通し。
【概況見通し】
　入荷量：前年をやや下回る。(▲4.7％)
　価　格：高値だった前年をかなり下回る。
(▲15.3％)

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

８５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　静岡を中心に千葉、鹿児島などから入荷す
る。播種時期の暖冬により太物傾向。露地作
が前進出荷し、トンネル作との端境になれば
高値になる可能性あり。
【概況見通し】
　入荷量：前年をやや下回る。(▲3.5％)
　価　格：前年をかなり下回る。(▲7.6％)

【産地状況】
　愛知と北海道を中心に入荷する。厳寒期に
入り、果菜類は１月下旬から２月上旬まで品
薄状態が続くが、早ければ中旬から出荷量は
回復し始める見込み。
【概況見通し】
　入荷量：前年をやや下回る。(▲3.3％)
　価　格：前年並。(＋0.4％)

１００  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

前年主要産地(％)

２１９

２３４
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

だ
　
い
　
こ
　
ん

６９

６７

７４

１０６

９２

８１

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野
　
菜
　
計

２１２

１９４

２１１

２４６

２３３

名 古 屋 市 中央 卸 売 市場
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注)

1月31日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 １１４，１３８ 242 230 225 千葉 17%

2020年 １２２，０３７ 213 220 215 茨城 17%

2021年 １１４，６５７ 234 233 228 北海道 12%

2022年 １０５，３４４ 253 271 269 愛知 11%

2023年 １０４，１９３ 263 267 265 神奈川 5%

５ ヵ 年 平 均 １１２，０７４ － － －

2024年見通し １１２，０００ － － －

2019年 ９，８３１ 93 81 67 神奈川 50%

2020年 １１，０８２ 63 71 73 千葉 42%

2021年 ９，６４２ 84 77 80 徳島 2%

2022年 ８，７４６ 93 113 118 鹿児島 2%

2023年 ８，６８０ 100 102 101 静岡 2%

５ ヵ 年 平 均 ９，５９６ 86 88 86

2024年見通し ９，５００ 110 95 95

2019年 ５，９３５ 94 107 104 千葉 75%

2020年 ６，００９ 115 113 126 埼玉 10%

2021年 ５，６７６ 141 150 169 茨城 7%

2022年 ５，９５１ 87 96 100 鹿児島 4%

2023年 ５，９５４ 126 128 125 愛知 1%

５ ヵ 年 平 均 ５，９０５ 112 119 124

2024年見通し ５，９００ 115 120 140

１００

に
　
ん
　
じ
　
ん

１０１

１１８

１５１

９４

１２６

１１８

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　入荷先の主体は千葉となる。生育と肥大が
順調で、出荷も前進傾向。入荷量は上旬に潤
沢となり、中下旬は盛期を過ぎる。
【概況見通し】
　入荷量：前年並。(▲0.9％)
　価　格：前年並。(▲0.8％)

【産地状況】
　温暖な気候が続き、多くの品目が生育順調
で前進出荷となっている。一部の品目で端境
が生じる可能性がある。
【概況見通し】
　入荷量：前年をかなり上回る｡(＋7.5％)
　価　格：前年並。(▲1.9％)

【産地状況】
　入荷先の主体は神奈川、千葉となる。各産
地とも生育順調、品質も良好。前進出荷のた
め、一時的な入荷減も想定される。
【概況見通し】
　入荷量：前年をかなり上回る｡(＋9.4％)
　価　格：前年並｡(▲1.0％)

 入荷量・価格の動き

１２５  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

２４１

２６０
 前年及び本年の

２６４

 入荷量・価格の動き

だ
　
い
　
こ
　
ん

８１

６９

８１

１０７

１０１

８７

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

品
目
名

　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野
　
菜
　
計

２３２

２１６

２３２

前年主要産地(％)

「ねぎ」は「こねぎ」を含む。
「なす」は「長なす」と「べいなす」を含む。

２６５

東 京 都 中央 卸 売 市場
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１月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 ２，７１２ 50 49 45 茨城 65%

2020年 ２，６０８ 58 54 70 兵庫 17%

2021年 ２，９４８ 51 49 51 愛知 11%

2022年 ２，５９０ 58 79 74 三重 5%

2023年 ２，８８５ 73 81 89 長崎 2%

５ ヵ 年 平 均 ２，７４９ 58 62 66

2024年見通し ２，７００ 60 65 70

2019年 ３，２５０ 94 71 67 愛知 92%

2020年 ３，６７４ 52 64 57 滋賀 3%

2021年 ４，３７５ 66 61 61 三重 2%

2022年 ３，８２３ 93 98 93 茨城 1%

2023年 ４，３９１ 88 91 86 静岡 1%

５ ヵ 年 平 均 ３，９０３ 78 77 73

2024年見通し ４，０００ 85 90 85

2019年 ３４４ 541 428 403 愛知 39%

2020年 ３６４ 421 449 414 茨城 38%

2021年 ３９６ 427 397 338 岐阜 7%

2022年 ２８２ 582 577 519 静岡 6%

2023年 ２８４ 603 516 509 群馬 5%

５ ヵ 年 平 均 ３３４ 505 465 428

2024年見通し ３００ 500 450 400

５５９

５４１

４６６

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地(％)

３９３

 前年及び本年の

４５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　愛知を中心に茨城などからも入荷する。２
月後半に向かって、日長および気温が上昇
し、各産地の出荷量は増加する見込み。
【概況見通し】
　入荷量：前年をやや上回る。(＋5.6％)
　価　格：高値だった前年を大幅に下回る。
(▲16.8％)

ほ
　
う
　
れ
　
ん
　
そ
　
う

４５５

４２４

は
　
く
　
さ
　
い

４８

６０

５０

６８

８０

６１

６５

キ
　
ャ

　
ベ
　
ツ

７６

５７

６４

９４

８８

７６

８７

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き

【産地状況】
　愛知主体の入荷となる。暖冬が続けば、切
り上がりが早くなり、下旬の入荷量が減少す
るため、価格が上昇する可能性がある。
【概況見通し】
　入荷量：前年をかなり下回る。(▲8.9％)
　価　格：前年並。(▲1.1％)

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　茨城、兵庫、愛知などから入荷する。兵庫
は中旬にピークを迎え、茨城、愛知は中旬か
ら減少傾向。暖冬が続けば品薄により価格が
上昇する見込み。
【概況見通し】
　入荷量：前年をかなり下回る。(▲6.4％)
　価　格：高値だった前年を大幅に下回る。
(▲18.8％)

 前年及び本年の

 前年及び本年の
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1月31日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 １２，４７６ 42 41 29 茨城 81%

2020年 １２，２２２ 46 48 60 群馬 12%

2021年 １２，６３５ 33 29 31 兵庫 4%

2022年 １２，５３１ 40 61 56 埼玉 1%

2023年 １１，１８９ 54 68 70 和歌山 1%

５ ヵ 年 平 均 １２，２１１ 43 49 49

2024年見通し １１，５００ 50 60 70

2019年 １５，４９７ 100 74 68 愛知 63%

2020年 １６，４９５ 53 64 60 千葉 23%

2021年 １６，７９５ 66 64 58 神奈川 8%

2022年 １５，０１９ 100 103 99 茨城 2%

2023年 １４，４１７ 99 93 91 静岡 1%

５ ヵ 年 平 均 １５，６４５ 83 79 74

2024年見通し １５，０００ 100 90 95

2019年 １，５２０ 505 410 355 茨城 39%

2020年 １，７０３ 393 460 362 群馬 35%

2021年 １，７７３ 424 358 321 埼玉 9%

2022年 １，３４４ 535 557 461 千葉 7%

2023年 １，４８９ 544 481 473 栃木 6%

５ ヵ 年 平 均 １，５６６ 475 448 389

2024年見通し １，５００ 500 400 450

【産地状況】
　入荷先の主体は群馬、茨城となる。各産地
とも生育順調で、作付面積も前年並のため例
年どおりの入荷を見込む。
【概況見通し】
　入荷量：前年並。(＋0.7％)
　価　格：前年をかなり下回る｡(▲10.4％)

４２２

４０３

３７４

５１８

５０２
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品
目
名

　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地(％)
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 前年及び本年の

４５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し
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７９
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産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

６３

１０１

【産地状況】
　入荷先の主体は愛知、千葉となる。愛知産
は生育順調で、潤沢な入荷を見込む。サイズ
は８玉中心となる。
【概況見通し】
　入荷量：前年をやや上回る。(＋4.0％)
　価　格：前年並｡(±0％)
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３８

５１

３１

５１

６３

４６

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

６０

【産地状況】
　入荷先の主体は茨城となる。生育順調で前
進出荷のため、秋冬作は出荷終了が早まる可
能性がある。
【概況見通し】
　入荷量：前年をわずかに上回る｡ (＋2.8％)
　価　格：前年をやや下回る。(▲4.8％)

 前年及び本年の

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

東 京 都 中 央 卸 売 市 場
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１月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 ８４６ 338 342 323 大分 26%

2020年 ９７２ 296 303 310 静岡 17%

2021年 ７８０ 440 447 475 群馬 13%

2022年 ８５３ 352 405 424 茨城 7%

2023年 ８９６ 373 354 366 愛知 6%

５ ヵ 年 平 均 ８６９ 357 367 376

2024年見通し ９００ 330 340 350

2019年 １，４３７ 246 217 190 兵庫 27%

2020年 １，７９１ 187 188 165 茨城 19%

2021年 １，６０５ 212 191 154 静岡 15%

2022年 １，２７１ 313 303 267 熊本 11%

2023年 １，４５８ 298 267 254 長崎 9%

５ ヵ 年 平 均 １，５１２ 246 229 202

2024年見通し １，４００ 260 240 220

2019年 １，３１３ 407 309 296 愛知 60%

2020年 １，２３０ 372 337 340 宮崎 15%

2021年 １，２３４ 551 362 350 高知 13%

2022年 １，２１０ 433 357 329 鹿児島 11%

2023年 １，０１８ 470 382 389 群馬 1%

５ ヵ 年 平 均 １，２０１ 445 348 339

2024年見通し １，１４０ 450 360 350

３３４

３０３
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３５０

４１７

３７４

４１７

 前年及び本年の

３８６

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地(％)

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知を中心に宮崎、高知、鹿児島の西南暖
地から入荷する。作柄は良好で、上旬は節分
の関係で高値で推移するが、中旬以降は徐々
に下がる見込み。
【概況見通し】
　入荷量：前年をかなり上回る。(＋12.0％)
　価　格：前年をかなり下回る。(▲7.4％)

３７８

 前年及び本年の

２４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　兵庫を中心に茨城、静岡などから入荷す
る。全体的に前進出荷見込み。作付面積の減
少により、秋冬産地の入荷量はそこまで多く
ならない見通し。
【概況見通し】
　入荷量：前年をやや下回る。(▲4.0％)
　価　格：高値だった前年をかなり下回る。
(▲11.8％)

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　大分、静岡、群馬など各産地から入荷す
る。各産地安定した出荷を見込む。愛知産越
津ねぎは終盤で減少傾向。静岡産は秋冬作が
ピークを迎え、増量出荷を見込む。
【概況見通し】
　入荷量：前年並。(＋0.4％)
　価　格：前年をかなり下回る。(▲6.8％)
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1月31日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 ４，５４４ 331 349 308 千葉 34%

2020年 ４，９９９ 242 248 259 茨城 20%

2021年 ３，９２２ 496 514 553 埼玉 18%

2022年 ４，３６５ 295 369 364 栃木 10%

2023年 ４，７９５ 293 304 310 群馬 8%

５ ヵ 年 平 均 ４，５２５ 325 350 351

2024年見通し ４，６００ 280 280 280

2019年 ６，８５４ 228 198 173 静岡 31%

2020年 ７，７３６ 172 177 155 茨城 20%

2021年 ６，９４５ 195 174 141 長崎 12%

2022年 ５，４３９ 317 300 253 香川 11%

2023年 ５，９５９ 281 260 239 千葉 5%

５ ヵ 年 平 均 ６，５８７ 232 216 271

2024年見通し ６，０００ 200 230 230

2019年 ４，４５１ 379 367 355 宮崎 37%

2020年 ４，６６３ 601 381 387 群馬 18%

2021年 ４，７９７ 465 380 338 千葉 17%

2022年 ４，１８６ 450 429 371 高知 11%

2023年 ４，０９４ 498 422 420 茨城 11%

５ ヵ 年 平 均 ４，４３８ 480 395 373

2024年見通し ４，１００ 480 420 420

５１７

【産地状況】
　千葉、茨城、埼玉等からの入荷となる。暖
冬の影響で前進出荷、肥大も良く２Ｌサイズ
中心となる。
【概況見通し】
　入荷量：前年をやや下回る。(▲4.1％)
　価　格：前年をかなり下回る。(▲7.0％)

【産地状況】
　静岡、茨城、長崎等からの入荷となる。各
産地とも生育順調で、出荷は前進傾向。中旬
に茨城産が増量する。
【概況見通し】
　入荷量：前年並。(＋0.7％)
　価　格：前年をかなり下回る｡(▲15.7％)

【産地状況】
　宮崎、群馬、千葉等からの入荷となる。各
産地とも生育順調。相場は、上旬の恵方巻需
要で中下旬は弱くなる見込み。
【概況見通し】
　入荷量：前年並｡(＋0.1％)
　価　格：前年をわずかに下回る｡ (▲2.0％)
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４４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

４１６

２２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し
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１月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 ３９０ 445 448 430 熊本 58%

2020年 ４４８ 455 442 439 愛知 40%

2021年 ４２８ 450 414 392 高知 2%

2022年 ３５５ 395 405 416

2023年 ３５０ 478 471 438

５ ヵ 年 平 均 ３９４ 445 436 423

2024年見通し ３８０ 440 420 400

2019年 １，０６６ 298 319 349 熊本 44%

2020年 １，０７５ 386 357 346 愛知 27%

2021年 １，０７２ 244 265 274 三重 14%

2022年 ８４２ 298 317 320 岐阜 13%

2023年 ９４３ 339 336 353 大分 2%

５ ヵ 年 平 均 １，０００ 313 318 328

2024年見通し １，０００ 310 320 330

2019年 ４０５ 684 708 749 熊本 70%

2020年 ４２７ 789 713 733 愛知 24%

2021年 ４７７ 565 608 602 和歌山 4%

2022年 ５１２ 610 645 659 宮崎 2%

2023年 ４２７ 727 692 757

５ ヵ 年 平 均 ４５０ 670 670 696

2024年見通し ４５０ 600 650 700

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地(％)

 前年及び本年の

６５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　熊本、愛知を中心に入荷する。熊本は年末
年始にまとまった量が出た分、なり疲れの影
響もあり、出荷量は落ち着く見込み。冷え込
みから、需要は少ない見通し。
【概況見通し】
　入荷量：前年をやや上回る。(＋5.4％)
　価　格：前年をかなり下回る。(▲9.8％)
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 前年及び本年の

３２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　熊本、愛知、三重、岐阜を中心に入荷す
る。１２月以降も暖冬、少雨予想となってお
り、長期間予報通りであれば順調な出荷とな
る見込み。
【概況見通し】
　入荷量：前年をかなり上回る。(＋6.0％)
　価　格：前年をやや下回る。(▲5.9％)
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 前年及び本年の

４２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【概況見通し】
　熊本、愛知を中心に入荷する。厳寒期とな
り、２月上旬までは品薄状態が続くが、早け
れば中旬頃から回復してくる見込み。売り場
も鍋商材から炒め物商材へと徐々に切替わ
り、一定の需要が出始める見込み。
【概況見通し】
　入荷量：前年をかなり上回る。(＋8.6％)
　価　格：前年をかなり下回る。(▲8.9％)
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1月31日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 １，９１８ 520 493 469 高知 64%

2020年 ２，１２６ 509 480 486 福岡 20%

2021年 ２，２９８ 527 451 432 熊本 9%

2022年 ２，０４７ 452 475 474 佐賀 3%

2023年 １，９７０ 551 473 440 栃木 2%

５ ヵ 年 平 均 ２，０７２ 512 474 460

2024年見通し １，９００ 490 480 470

2019年 ４，９８９ 360 376 394 熊本 34%

2020年 ４，７９６ 442 425 416 栃木 22%

2021年 ５，４４８ 297 323 323 愛知 16%

2022年 ４，５９９ 356 374 376 茨城 5%

2023年 ４，４８７ 397 397 409 静岡 5%

５ ヵ 年 平 均 ４，８６４ 368 377 382

2024年見通し ４，７００ 340 340 400

2019年 １，５０７ 661 675 736 熊本 45%

2020年 １，５０７ 793 709 717 愛知 18%

2021年 １，７２９ 553 571 571 千葉 10%

2022年 １，６３６ 631 634 605 宮崎 10%

2023年 １，４９９ 732 680 761 静岡 7%

５ ヵ 年 平 均 １，５７６ 670 651 674

2024年見通し １，５００ 700 700 700

６６４

【産地状況】
　入荷先の主体は高知、福岡となる。入荷量
は低温の影響で少なめだが、中旬以降は気温
次第で回復する見込み。
【概況見通し】
　入荷量：前年をやや下回る。(▲3.6％)
　価　格：前年並。(▲0.6％)

【産地状況】
　入荷先の主体は熊本、栃木、愛知となる。
入荷量は低温の影響で少なめだが、中下旬は
徐々に回復する見込み。
【概況見通し】
　入荷量：前年をやや上回る。(＋4.7％)
　価　格：前年をかなり下回る｡(▲10.0％)

品
目
名

前年主要産地(％)　　　区分
実績
と見通し

 前年及び本年の

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し
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６２３

７２２

【産地状況】
　熊本、愛知、千葉等からの入荷となる。入
荷自体が多くないため、堅調な販売が見込ま
れる。
【概況見通し】
　入荷量：前年並。(＋0.1％)
　価　格：前年をやや下回る｡(▲3.0％)
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４８０  入荷量・価格の動き
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入荷量及び卸売価格の概況見通し
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１月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 ３６７ 689 671 637 鹿児島 57%

2020年 ３２３ 810 812 790 宮崎 29%

2021年 ３８２ 725 694 670 高知 12%

2022年 ３２６ 755 794 737 沖縄 2%

2023年 ３２７ 777 794 800

５ ヵ 年 平 均 ３４５ 749 749 723

2024年見通し ３３０ 750 750 750

2019年 ２，５０１ 117 115 119 北海道 51%

2020年 ３，１５０ 87 106 104 鹿児島 40%

2021年 ２，３７６ 231 253 279 長崎 9%

2022年 ２，５５５ 249 262 277

2023年 ２，７１４ 152 169 178

５ ヵ 年 平 均 ２，６５９ 163 177 186

2024年見通し ２，７００ 130 150 170

2019年 ６，２３９ 126 136 124 北海道 89%

2020年 ６，９２２ 83 75 78 静岡 9%

2021年 ６，１７４ 87 89 97 愛知 1%

2022年 ５，２９３ 155 179 187 中国 1%

2023年 ５，６０８ 117 132 110

５ ヵ 年 平 均 ６，０４７ 112 119 116

2024年見通し ５，３５０ 160 160 160

前年主要産地(％)品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

 前年及び本年の

１６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　北海道を中心に静岡などから入荷する。北
海道はＬ中心で、計画出荷の見込み。静岡は
暖冬、適度な雨により生育順調で、２Ｌの発
生が例年より多い年となる予想。
【概況見通し】
　入荷量：前年をやや下回る。(▲4.6％)
　価　格：前年を大幅に上回る。(＋35.6％)

た
　
ま
　
ね
　
ぎ

１２９

７８

８９

１７０

１１８

１１４

 前年及び本年の

１５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　北海道、鹿児島を中心に長崎からも入荷す
る。北海道産の発芽懸念から、早期に西物へ
移る可能性あり。長崎産はほぼ終盤で、２月
の入荷は少ない見通し。
【概況見通し】
　入荷量：前年並。(▲0.5％)
　価　格：前年をかなり下回る。(▲10.7％)

ば
　
れ
　
い
　
し
　
ょ

１１８

９９

２５０

２６２

１６８

１７５

 前年及び本年の

７５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　鹿児島、宮崎、高知からほぼ全量を入荷す
る。厳寒期から各産地、出荷量が少なく、２
月通して増量はない見込み。
【概況見通し】
　入荷量：前年並。(＋0.9％)
　価　格：前年をやや下回る。(▲3.6％)

ピ
　
ー

　
マ
　
ン

６６９

８２４

６９６

７７３

７７８

７４４

名 古 屋 市 中央 卸 売 市場名 古 屋 市 中央 卸 売 市場名 古 屋 市 中央 卸 売 市場
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1月31日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 １，４４２ 727 709 651 宮崎 47%

2020年 １，２７７ 823 827 651 茨城 19%

2021年 １，５１３ 782 721 684 高知 17%

2022年 １，３７５ 813 837 733 鹿児島 15%

2023年 １，４１０ 829 819 826 沖縄 1%

５ ヵ 年 平 均 １，４０３ 794 780 709

2024年見通し １，４００ 780 800 760

2019年 ７，４２２ 110 104 104 北海道 64%

2020年 ８，２８６ 87 90 94 鹿児島 32%

2021年 ６，３００ 233 235 241 長崎 3%

2022年 ６，３４１ 247 253 257

2023年 ６，９５８ 152 149 156

５ ヵ 年 平 均 ７，０６１ 159 160 164

2024年見通し ７，１００ 160 160 130

2019年 ９，０６２ 154 163 145 北海道 82%

2020年 １１，１９４ 87 82 78 静岡 15%

2021年 ９，９９３ 105 104 107 中国 1%

2022年 ８，４７０ 200 208 219 長崎 1%

2023年 ９，３３１ 136 139 136

５ ヵ 年 平 均 ９，６１０ 133 135 133

2024年見通し ８，５００ 160 180 200

品
目
名

　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地(％)

１８０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

１５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

た
　
ま
　
ね
　
ぎ

１５４

８２

１０５

２０８

１３７

１３３  前年及び本年の

ば
　
れ
　
い
　
し
　
ょ

１０６

９０

２３５

２５２

１５２

１６１

 前年及び本年の

７８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　宮崎、茨城、高知等からの入荷となる。全
体量が最も少なくなる月のため、相場は堅調
に推移すると見込まれる。
【概況見通し】
　入荷量：前年並｡(▲0.7％)
　価　格：前年をやや下回る。(▲5.5％)

ピ
　
ー

　
マ
　
ン

６９６

８３８

７３３

７９５

８２５

７７５

【産地状況】
　入荷先の主体は北海道となる。北海道産は
小玉傾向でＬ中心の出回りとなる。静岡産は
生育順調で大玉傾向、出荷は前進傾向。
【概況見通し】
　入荷量：前年をかなり下回る。(▲8.9％)
　価　格：前年を大幅に上回る｡ (＋31.4％)

【産地状況】
　入荷先の主体は北海道、鹿児島。北海道産
は発芽懸念から出荷を厳選し、残量多い。鹿
児島産は干ばつ傾向で生育は遅れ気味。
【概況見通し】
　入荷量：前年をわずかに上回る｡ (＋2.0％)
　価　格：前年並。(▲1.3％)

名 古 屋 市中 央 卸 売 市場東 京 都 中 央 卸 売 市 場東 京 都 中 央 卸 売 市 場
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１月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 ７，７１５ 401 411 443 青森 22%

2020年 ７，０８３ 406 421 421 フィリピン 17%

2021年 ７，８６５ 389 410 419 静岡 14%

2022年 ７，０７５ 439 476 489 愛媛 12%

2023年 ８，０３８ 421 442 443 愛知 9%

５ ヵ 年 平 均 ７，５５５ － － －

2024年見通し ６，９００ － － －

2019年 １，８４３ 286 292 279 青森 97%

2020年 １，４９４ 327 328 336 秋田 2%

2021年 １，９２９ 272 259 264 長野 1%

2022年 １，３６６ 359 367 368 岩手 1%

2023年 １，７９９ 294 302 298

５ ヵ 年 平 均 １，６８６ 304 305 304

2024年見通し １，２００ 400 390 370

2019年 ７２０ 1,507 1,539 1,567 愛知 68%

2020年 ７７４ 1,538 1,348 1,218 熊本 18%

2021年 ７８４ 1,415 1,431 1,413 鹿児島 6%

2022年 ７２３ 1,845 1,616 1,378 佐賀 3%

2023年 ６４９ 1,612 1,533 1,597 福岡 2%

５ ヵ 年 平 均 ７３０ 1,579 1,489 1,428

2024年見通し ６８０ 1,550 1,550 1,550

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地(％)

果
　
　
実
　
　
計

４２３

４２７

４０２

４６４

４３４

４２９  前年及び本年の

４６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　かんきつ、りんご、いちごなどが主な品目
となる。中晩柑は、全体的に小玉で箱数が少
ない予想。キウイフルーツは、平年より高値
で推移する見込み。
【概況見通し】
　入荷量：前年をかなり下回る。(▲14.2％)
　価　格：前年をやや上回る。(＋6.0％)

り
　
　
ん
　
　
ご

２８５

３２９

２６３

３６４

２９９

３０４  前年及び本年の

３８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　青森が主産地となる。青森の産地の在庫量
が極めて少なく、単価は高い見込み。平年に
比べて、秀Ａ以下の下等品の比率が高い見通
し。
【概況見通し】
　入荷量：前年を大幅に下回る。(▲33.3％)
　価　格：前年を大幅に上回る。(＋27.1％)

い
　
　
ち
　
　
ご

１，５３３

１，３６０

１，４２０

１，５９０

１，５７７

１，４９１  前年及び本年の

１，５５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　愛知、熊本を中心に鹿児島などからも入荷
する。愛知産２番果が上旬〜中旬にピークを
迎え、九州産地は３番果がやや弱く、中旬～
下旬にかけて数量がやや少ない予想。
【概況見通し】
　入荷量：前年をやや上回る。(＋4.8％)
　価　格：前年並。(▲1.7％)

名 古 屋 市 中央 卸 売 市場名 古 屋 市 中央 卸 売 市場名 古 屋 市 中央 卸 売 市場
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１月３１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 ３３，０６５ 464 486 506 青森 20%

2020年 ３２，１９８ 484 500 498 静岡 16%

2021年 ３４，３１５ 449 474 492 愛媛 14%

2022年 ３０，２０５ 506 548 581 栃木 7%

2023年 ３０，５４２ 524 544 563 和歌山 7%

５ヵ年平均 ３２，０６５ － － －

2024年見通し ３０，０００ － － －

2019年 ６，６１０ 280 280 272 青森 94%

2020年 ５，８２８ 346 343 344 岩手 2%

2021年 ７，００９ 277 272 272 秋田 1%

2022年 ５，３３４ 360 361 364 長野 1%

2023年 ６，４５６ 305 293 292  0%

５ヵ年平均 ６，２４７ 310 306 305

2024年見通し ６，１００ 320 305 305

2019年 ４，１１２ 1,489 1,521 1,530 栃木 51%

2020年 ４，６４８ 1,627 1,401 1,288 茨城 12%

2021年 ４，６３０ 1,415 1,413 1,403 福岡 12%

2022年 ４，５５０ 1,619 1,553 1,436 静岡 8%

2023年 ４，２２８ 1,577 1,574 1,559 佐賀 6%

５ヵ年平均 ４，４３４ 1,546 1,490 1,439

2024年見通し ４，２００ 1,550 1,550 1,550

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地(％)

果
　
　
実
　
　
計

４８３

４９４

４６８

５４０

５４１

５０４  前年及び本年の

５４５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　りんご、みかん、いちごを中心に入荷。み
かんは静岡産が中心。ＪＡみっかびは裏年と
なり入荷量は前年を下回る見込み。かんきつ
類は全体的に小玉傾向。
【概況見通し】
　入荷量：前年並。(▲1.8％)
　価格：前年並。(＋0.7％)

り
　
　
ん
　
　
ご

２７７

３４４

２７４

３６２

２９７

３０７  前年及び本年の

３１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　青森の貯蔵品を中心に入荷する。主力とな
る「ふじ」は、下位等級が多く、各品種の在
庫量は前年を下回る。
【概況見通し】
　入荷量：前年をやや下回る。(▲5.5％)
　価格：前年をやや上回る。(＋4.4％)

い
　
　
ち
　
　
ご

１，５１３

１，４３１

１，４１１

１，５３３

１，５７１

１，４９０  前年及び本年の

１，５５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　栃木を中心に入荷する。各産地の生育は順
調で、２番果の入荷量がピークとなり、潤沢
な入荷となる見込み。
【概況見通し】
　入荷量：前年並。(▲0.7％)
　価格：前年並。(▲1.3％)

名古屋市中央卸売市場東 京 都 中 央 卸 売 市 場
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切　花　・　鉢　花　の　２　月　の　見　通　し

　切　花（愛知名港花き地方卸売市場　　１月31日現在）

2019年 １，４９４ ５４
実 2020年 １，２６４ ４３

2021年 ８１０ ３１
績 2022年 １，０６８ ５０

2023年 ８５６ ７３

１，０９８ ５０

９００ ６５

概
　
要

2019年 ９５５ ３１

実 2020年 ８７０ ３１

2021年 ４４５ ３４

績 2022年 ７１４ ３２

2023年 ５９２ ５０

７１５ ３５

６００ ４５

概
　
要

2019年 １，０５３ ３６

実 2020年 ８５０ ４２

2021年 ６０４ ３５

績 2022年 ７９５ ４４

2023年 ５４４ １１１

７６９ ４９

６００ ４５

概
　
要

2019年 １６６ ６６

実 2020年 １４５ ７６

2021年 １１８ ５２

績 2022年 １１９ １０６

2023年 １５８ ９９

１４１ ８０

１３０ ８５

概
　
要

2024年見通し

　和歌山、高知、熊本からの入荷。前進気味となっていることから、気温が低めで推移
すれば、量的に少なくなる見込み。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　沖縄中心の入荷。月を通して入荷は少ない見込みで一般需要の引き合いで相場展開が
大きく動きそう。

５ヵ年平均

2024年見通し

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

か
　
す
　
み
　
そ
　
う

　愛知を中心に入荷する。年末、１月と前進傾向もあって若干少なめの入荷が予想され
る。フラワーバレンタイン、月末の卒業需要が見込まれる。

５ヵ年平均

小
　
　
ぎ
　
　
く

品
目

輪
　
　
ぎ
　
　
く 　愛知中心の入荷。月を通して入荷は多くない見込み。葬儀需要の動きで相場展開が大

きく動きそう。

　　　　区分
実績等

５ヵ年平均

2024年見通し

５ヵ年平均

2024年見通し

単位：千本、円／本
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2019年 ２３５ １６２
実 2020年 ２３５ １６３

2021年 １３３ １６３
績 2022年 １９１ １８１

2023年 １８９ ２１８

１９７ １７７

１９０ ２００

概
　
要

2019年 ３９０ ７７

実 2020年 ３６２ ８７

2021年 １６１ ９６

績 2022年 ２５５ １１５

2023年 ２２１ １５３

２７８ １０１

２３０ １３０

概
　
要

2019年 ４２２ １０２

実 2020年 ５０８ ８７

2021年 ３１０ ８３

績 2022年 ４８５ ９１

2023年 ５４４ １１１

４５４ ９６

５００ １００

概
　
要

2019年 １，５４３ ４７

実 2020年 １，３６３ ５１

2021年 ７８７ ５４

績 2022年 １，２１６ ５９

2023年 １，２２５ ６５

１，２２７ ５５

１，２００ ６０

概
　
要

2024年見通し

　花桃、ミモザアカシアの出荷が本格的に始まる時期。巣ごもり需要などは減少し、外
出する人が増え、ミモザアカシアなど昨年より引き合いが弱くなると懸念される。花桃
は節句花材で安定した販売が予想される。

品
目

　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヵ年平均

2024年見通し

　高知、徳島、愛知、鹿児島や輸入品が入荷する。デンファレは春節の影響で入荷減、
特にソニアが減少する。オンシジウムも春節で生産国内の需要増から入荷減となる見
込。シンピジウムは横ばい、カトレアは気温の上下によるが全体的に微減、コチョウラ
ンは輸入品について春節の影響も見受けられるが、昨年比では微増の予想。

ば
　
　
　
　
　
ら

５ヵ年平均

2024年見通し

　愛知、岐阜、三重中心に入荷。国産は品種の増減こそあるが、比較的順調に推移する
も中旬のフラワーバレンタイン需要で赤バラの輸入品は入荷が厳しい状況となる見込
み。

ゆ
　
　
　
　
り

５ヵ年平均

2024年見通し

　オリエンタルは高知、宮崎、埼玉、愛知からの入荷。作付からみても多くなく、ダラ
ダラとした出荷が見込まれる。LA、鉄砲は少なめの入荷となりそう。

枝
　
　
も
　
　
の

５ヵ年平均

洋
　
　
ら
　
　
ん

単位：千本、円／本
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　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　２月１日現在）

2019年 ７，２７１ １９０

実 2020年 ６，４７０ ２４５

2021年 ４，４６３ ２５５

績 2022年 ４，５１５ ２２２

2023年 ３，２９９ ２６１

５，２０４ ２２９

３，０００ ２４０

概
　
要

2019年 １９４，４０５ ９１

実 2020年 ２１０，６００ ８５

2021年 １９８，０１３ １０９

績 2022年 １９３，８８２ ８４

2023年 １５６，６０３ １１６

１９０，７０１ ９６

１５６，０００ １１５

概
　
要

2019年 ２１，４８１ １６９

実 2020年 ３０，８１４ １４０

2021年 ３０，５４５ １９８

績 2022年 ３３，７７４ １８２

2023年 ３２，６６０ １９３

２９，８５５ １７７

３２，０００ １８８

概
　
要

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　入荷量は前年並か。２月の消費量の減り、相場も年々厳しくなり、生産量が減っている。
　暖冬で暖かくなれば３号で花壇苗として使える商品の単価は安定すると予想される。４号
鉢物サイズは夏の暑さの影響により苗の生育が悪く出荷は減る見込み。
　前年２月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（37.1％）、２位埼玉
（15.9％）、３位栃木（9.8％）となっている。

５ヵ年平均

2024年見通し

チ
　
ュ

　
ー

　
リ
　
ッ

　
プ

　入荷量は前年よりわずかに減少か。４号、５号が主な出荷と思われる。また今期は球根の
仕入れ値も上昇しているため、３号での生産も単価面で厳しくなり生産量の減少が見込まれ
る。全体的な単価も例年より厳しい状況が予想される。
　前年２月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（33.4％）、２位茨城
（20.6％）、３位埼玉（17.5％）となっている。

プ
　
　
リ
　
　
ム
　
　
ラ

品
目

エ
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
カ

　入荷量は前年よりかなり減少か。昨夏の猛暑の影響で産地で商品の傷みが多く、生産量自
体が減っているのが要因か。市況は寒さの影響でガーデニング商材の苦戦が予想されるた
め、全体的に低調となる見込み。
　前年２月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位新潟（56.3％）、２位山梨
（17.1％）、３位愛知（16.8％）となっている。

　　　  区分
実績等

５ヵ年平均

2024年見通し

５ヵ年平均

2024年見通し

単位：鉢、円／鉢
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2019年 ４９，９８４ ２６７

実 2020年 ４３，８６０ ２６０

2021年 ４９，６２９ ２９２

績 2022年 ４１，４７３ ２５７

2023年 ２７，８７２ ３２５

４２，５６４ ２７７

２７，０００ ２５０

概
　
要

2019年 ５１，９１０ ２０２

実 2020年 ５２，５１６ ２００

2021年 ５１，４７９ ２０８

績 2022年 ４４，１０５ ２１２

2023年 ４１，２７７ ２２５

４８，２５７ ２０８

３９，０００ ２２０

概
　
要

2019年 ２３，３２６ ５９３

実 2020年 ２０，５８７ ６０２

2021年 １５，０３４ ７１８

績 2022年 １６，６７８ ６４１

2023年 １５，６２１ ６９３

１８，２４９ ６４２

１５，５００ ６７７

概
　
要

2024年見通し

　生産量はやや減少だが暖冬のため開花が早く、入荷量は前年並かやや増加の見込み。しか
し、卒業・卒園等の需要が高まる２月下旬から３月上旬頃まで例年相場が厳しい事もあり、
荷の時期を調整している産地もあり、今季は開花の調整状況によって入荷量が変化しそうで
ある。年末年始の商戦も前年より厳しい動きであり、２月も前年より相場は更に厳しい予
想。
　前年２月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位香川（30.8％）、２位埼玉
（24.2％）、３位愛知（9.3％）となっている。

卸売価格

2024年見通し

　入荷量は前年並か。サイズ的には、４号、５号が中心になる見込み。咲き前で蕾がある状
態での出荷が望まれる。
　前年２月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（52.4％）、２位高知
（19.8％）、３位岡山（10.8％）となっている。

デ
　
ン
　
ド
　
ロ
　
ビ
　
ウ
　
ム

５ヵ年平均

マ
　
ー

　
ガ
　
レ
　
ッ

　
ト

前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヵ年平均

2024年見通し

　入荷量はやや減少か。静岡県の花博の開催が目前となり、やや出荷に影響が出る予定。ま
た、静岡では新品種とビジューマムの導入で従来品種の作付けがやや少なくなり、新品種の
成長もやや遅いため、若干減る見込みであるが、出荷予定は概ね順調。単価は前年よりやや
厳しくなる見込み。
　前年２月の主要県の集荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（28.1％）、２位岐阜
（23.5％）、３位静岡（17.4％）となっている。

サ
　
イ
　
ネ
　
リ
　
ア

５ヵ年平均

品
目

　　　　区分
実績等

入荷量

単位：鉢、円／鉢
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あいち農産物生産流通レポート №608

２０２４年２月発行 

農業水産局農政部食育消費流通課 

〒460-8501 

名古屋市中区三の丸三丁目１番２号 

電話 （０５２）９５４－６４３４   

 

 

いいともあいち運動って知ってる？？ 
 

○ 県内の消費者と生産者が今まで以上にいい友
・ ・ ・

関係になる 

○ Eat more Aichi products（イート モア アイチ プロダクツ） 

＝もっと愛知県産品を食べよう（利用しよう） 

 

 

愛知県の農林水産業の振興や農山漁村の活性化を通じて県民全体の暮ら

しの向上を図るため、県民の方々に「愛知県農林水産業の応援団」になっ

てもらい、消費者と生産者が一緒になって愛知県の農林水産業を支えてい

こうという「運動」です。 

県民の方々に愛知県産農林水産物をもっと利用していただきたいとい

う、「愛知県版地産地消の取組」でもあります。 


